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石川県立美術館開設50周年記念

遠き道展 －伝えたい日本画の今－
主 催／石川県立美術館
後 援／石川県・富山県・福井県・金沢市各教育委員会、厚生労働省、文化庁、全国盲学校長会、

社会福祉法人日本ライトハウス

1月4日（月）～2月7日（日）会期中無休

平
成
二
十
年
の
一
月
か
ら
全
国
を
巡
回
し
、
現
代

日
本
画
の
潮
流
を
ご
覧
頂
く
「
遠
き
道
展
」
は
当
館

で
十
二
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

展
覧
会
名
の
「
遠
き
道
」
は
「
皆
使
命
を
受
け
て

こ
の
世
に
生
を
受
け
て
い
る
。（
中
略
）
私
は
、
絵

を
描
く
と
い
う
使
命
の
遙
か
な
る
精
進
の
過
程
に
い

る
だ
け
な
の
で
す
。」
と
い
う
日
本
画
家
・
加
藤
東

一
氏
の
こ
と
ば
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
そ
の
名
の
通

り
、
一
朝
一
夕
で
は
な
し
得
な
い
、
自
己
の
芸
術
の

完
成
を
目
指
し
、
は
て
な
き
精
進
を
つ
づ
け
る
三
十

八
名
の
画
家
た
ち
の
作
品
約
七
十
点
が
並
び
ま
す
。

日
本
画
と
は

洋
画
の
定
義
が
難
し
い
よ
う
に
日
本
画
の
定
義
も

難
し
い
も
の
で
す
。「
日
本
画
と
は
な
に
か
」「
日
本

画
と
洋
画
は
ど
こ
が
ち
が
う
の
か
」
と
疑
問
を
持
っ

て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
歴
史
を
遡
れ
ば
、
明

治
期
に
西
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
た
、
油
彩
画
の
対
概
念

と
し
て
発
生
し
た
経
緯
を
も
つ
言
葉
で
す
。
岩
絵
の

具
、
膠
、
墨
、
絹
、
和
紙
な
ど
を
用
い
て
描
か
れ
る

物
と
定
義
す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
す
が
、
ア
ク
リ

ル
絵
の
具
を
初
め
と
す
る
新
出
の
画
材
を
用
い
て
い

る
画
家
も
多
く
、
既
に
材
料
面
に
お
い
て
の
み
定
義

す
る
こ
と
は
難
し
い
現
状
で
す
。
モ
チ
ー
フ
に
し
て

も
花
鳥
風
月
や
歴
史
画
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
的
な
モ

チ
ー
フ
を
選
ん
で
描
い
て
い
る
作
家
も
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
日
本
画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
画

材
や
技
法
、
モ
チ
ー
フ
な
ど
で
定
義
す
る
こ
と
が
ナ

ン
セ
ン
ス
で
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

垣
根
を
こ
え
て

今
回
の
展
覧
会
は
日
展
、
院
展
、
創
画
展
さ
ら
に

は
無
所
属
ま
で
、
各
公
募
展
の
垣
根
を
超
え
て
多
様

な
作
品
群
を
発
表
す
る
作
家
達
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
的
に
も
若
手
と
言
わ
れ
る

層
か
ら
既
に
大
家
と
い
わ
れ
る
芸
術
院
会
員
ま
で
多

様
な
年
齢
層
で
す
。
ま
た
作
風
も
い
わ
ゆ
る
「
日
本

画
」
ら
し
い
作
品
か
ら
「
日
本
画
」
ら
し
く
な
い
も

の
ま
で
多
彩
で
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
約
七
十
点
を
一

堂
に
会
し
ご
覧
頂
く
こ
と
で
、
見
る
者
を
魅
了
し
て

や
ま
な
い
、
日
本
画
の
持
つ
確
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

魅
力
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

出
品
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ま
た
、
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
毎
週
行
わ
れ
る

「
出
品
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」
が
魅
力

の
一
つ
で
す
。
実
際
に
制
作
し
た
作
家
の
思
い
を
直

に
聴
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
い
う
の
は
滅
多
に
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
現
在
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
代
表

す
る
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
で
す
。
こ
れ

を
機
会
に
「
日
本
画
」
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

新
年
の
ご
挨
拶

館
長

嶋
崎

丞

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。本

年
も
皆
さ
ん
方
の
ご
支
援
ご
協
力

を
え
て
、
美
術
館
の
運
営
に
当
っ
て
い

こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
館
は
昨
年
で
開
設
五
十
周
年
半
世

紀
を
経
過
し
、
本
年
よ
り
後
半
の
五
十

一
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
全
国
的
に
見

て
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
設
立
さ

れ
た
県
立
美
術
館
と
し
て
は
、
歴
史
と

伝
統
を
有
す
る
美
術
館
と
し
て
位
置
づ

け
さ
れ
る
よ
う
に
成
長
し
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

近
年
「
美
術
館
」
と
い
う
従
来
か
ら

の
概
念
が
随
分
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
よ
り
多
様
化
の

方
向
に
展
開
し
て
い
る
と
い
う
の
が
正

し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
美
術
作
品
の

表
現
手
段
も
伝
統
的
な
枠
組
み
か
ら
離

れ
て
、
自
由
な
発
想
に
基
づ
く
制
作
が

盛
ん
に
行
わ
れ
、
美
術
館
活
動
も
鑑
賞

と
同
時
に
、
種
々
の
体
験
的
な
事
業
も
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た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

視
覚
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の

あ
る
人
へ
の
平
面
鑑
賞
の
試
み

今
回
の
展
覧
会
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
色
は
、

視
覚
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
に
対
し
て
平

面
鑑
賞
が
で
き
る
よ
う
様
々
な
試
み
が
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
例
を
挙
げ
る
と
さ
わ
れ
る
縮
尺
日
本
画
、

レ
リ
ー
フ
、
触
図
録
、
音
声
ガ
イ
ド
な
ど
は
常
時
用

意
さ
れ
て
お
り
、
蜜
蝋
を
用
い
て
自
分
で
描
い
た
絵

を
さ
わ
っ
て
確
認
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
こ
と

ば
に
よ
る
鑑
賞
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
用
意
し
て
お
り
ま

す
（
要
申
込
み
）。「
全
て
の
人
を
美
術
館
に
」
と
い

う
本
展
覧
会
の
強
い
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
日
本
画
の
展
覧
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。
来
館
者
が
「
あ
っ
」
と
息
を
の
む
展
示
も

企
画
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
現
代
日
本
画
の
魅
力
を

堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

■
遠
き
道
展

関
連
行
事
■

◆
出
品
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

視
覚
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
を
対
象
に
し
た
催
し
物

１
月
２４
日

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
描
い
て
触
ろ
う
自
分
だ
け
の
絵
」

時

間
／
１２
時

会

場
／
当
館
ホ
ー
ル

講

師
／
蜜
蝋
ペ
ン
開
発
者
と
出
品
作
家
の
方
数
名
が
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
こ
と
ば
に
よ
る
鑑
賞
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

時

間
／
１４
時

会

場
／
１
Ｆ
展
示
室

※
い
ず
れ
も
要
申
込
み

〇
七
六
―
二
三
一
―
七
五
八
〇

石
川
県
立
美
術
館

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
新
し
い
流
れ
に
対
応
し
た

活
動
も
当
然
取
り
入
れ
て
活
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
も
当
然
必
要
で
す
が
、

そ
の
基
盤
を
な
す
伝
統
の
持
つ
素
晴
ら

し
さ
も
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

当
館
は
「
地
方
色
豊
か
な
美
術
館
造

り
」
を
使
命
に
掲
げ
今
日
ま
で
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
石
川
県
の
地

に
育
ま
れ
た
歴
史
と
伝
統
、
そ
こ
に
形

成
さ
れ
た
風
格
を
大
切
に
し
、
今
後
共

活
動
を
続
け
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

月

日

講

師

１
月
４
日（
月
）

西
田

俊
英
氏

（
日
本
美
術
院
同
人
・
評
議
員
）

１
月
１０
日（
日
）

稲
元

実
氏

（
日
展
評
議
員
）

加
藤

晋
氏

（
日
展
会
員
）

１
月
１７
日（
日
）

那
波
多
目
功
一
氏
（
日
本
美
術
院
理
事
、
日
本
芸
術
院
会
員
）

１
月
２４
日（
日
）

中
町

力
氏

（
日
展
会
員
）

山
田

毅
氏

（
日
展
会
友
）

１
月
３１
日（
日
）

宮

い
つ
き
氏

（
創
画
会
会
員
）

岡
村
桂
三
郎
氏

（
多
摩
美
術
大
学
教
授
）

２
月
７
日（
日
）

土
屋

禮
一
氏

（
日
展
理
事
、
芸
術
院
会
員
）

松
生

歩
氏

（
京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授
）

■
開
館
時
間

■
観
覧
料

午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
６
時
ま
で

（
入
館
は

午
後
５
時
３０
分
ま
で
）

一

般

８
０
０
円
（
６
０
０
円
）

大
学
生

６
０
０
円
（
４
０
０
円
）

高
中
小
生

２
０
０
円
（
１
０
０
円
）

中町力 MONTPARNASSE土屋禮一 椿樹平面鑑賞レリーフ

（

）
内
は
２０
名
以
上
の
団
体
料
金
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前田育徳会尊經閣文庫分館第2展示室

大名の嗜み茶道美術名品選
－茶の湯と文房具－

1月4日（月）～2月7日（日）会期中無休1月4日（月）～2月7日（日）会期中無休

加
賀
藩
で
は
初
代
利
家
以
来
、
代
々
の
藩
主
は
茶
の
湯

に
深
く
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
利
家
は
千
利
休
や
織
田
有

楽
に
、
二
代
利
長
は
利
休
と
高
山
右
近
に
茶
の
湯
を
学
ん

で
い
ま
す
。
三
代
利
常
は
小
堀
遠
州
と
親
し
く
交
わ
り
、

茶
の
湯
を
は
じ
め
、
名
物
裂
収
集
等
に
も
多
大
な
影
響
が

確
認
さ
れ
ま
す
。
四
代
光
高
も
父
と
と
も
に
遠
州
に
茶
の

湯
を
学
び
、
一
方
金
森
宗
和
の
子
七
之
助
に
始
ま
る
代
々

を
前
田
家
が
召
し
抱
え
た
こ
と
か
ら
、
加
賀
は
宗
和
流
発

祥
の
地
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
千
家
三
代
宗
旦
の
子

で
裏
千
家
四
世
の
仙
叟
宗
室
は
、
茶
堂
と
し
て
利
常
や
五

代
綱
紀
に
仕
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
加
賀
は
、
茶
の
湯

を
は
じ
め
様
々
な
芸
道
の
盛
ん
な
地
域
と
し
て
、
そ
の
伝

統
は
今
日
に
脈
々
と
続
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
茶
道
具
に
文
房
具
を
合
わ
せ
て
展

示
し
ま
す
が
、「
綺
麗
さ
び
」
と
呼
ば
れ
る
美
意
識
の
茶

の
湯
を
確
立
し
た
遠
州
の
大
名
茶
で
は
書
院
飾
り
と
し
て
、

遠
州
が
崇
拝
し
た
藤
原
定
家
書
写
に
よ
る
古
典
文
学
の
詩

文
と
と
も
に
、
文
房
具
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
中

国
の
文
人
思
想
を
背
景
と
し
た
文
化
の
成
立
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
前
田
育
徳
会
が
蔵
す
る
文
房
具
は
遠
州
や
利
常
の

収
集
品
が
多
く
、
茶
道
具
や
名
物
裂
と
と
も
に
、
両
者
の

精
神
文
化
の
共
感
と
も
い
え
る
世
界
が
反
映
さ
れ
て
い
ま

す
。
茶
道
具
に
名
物
裂
や
文
房
具
な
ど
約
五
十
点
の
展
示

で
す
が
、
同
時
開
催
の
「
茶
道
美
術
名
品
選
」（
第
２
展

示
室
）
と
あ
わ
せ
て
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、
新
春
の
ひ
と
時

を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

初
釜
の
季
節
に
合
わ
せ
、「
加
賀
藩
関
連
の
伝
来
茶
道

具
」、「
仙
叟
宗
室
と
加
賀
―
大
樋
焼
と
寒
雉
の
釜
」、「
初

春
を
寿
ぐ
」
を
柱
に
、
当
館
の
所
蔵
品
・
寄
託
品
の
中
か

ら
五
十
五
点
を
展
示
し
、
茶
の
湯
の
美
を
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
す
。

「
加
賀
藩
関
連
の
伝
来
茶
道
具
」
に
は
、
前
田
家
伝
来

「
黄
天
目
茶
碗
」
を
は
じ
め
、
千
利
休
か
ら
加
賀
藩
二
代

利
長
へ
伝
来
し
た
と
い
わ
れ
る
「
濡
鷺
釜
」
や
、
四
代
光

高
夫
人
亀
姫
の
婚
礼
調
度
の
内
容
品
「
蒔
絵
菊
に
流
水
図

葵
紋
錫
縁
香
合
」
の
ほ
か
、
金
沢
市
文
「
高
山
右
近
書

状
」（
所
蔵
品
紹
介
参
照
）
や
、
本
多
家
伝
来
の
「
竹
蒔

絵
浪
に
亀
図
二
重
切
花
入
」（
千
利
休
作
）・「
銅
獅
子
香

炉
」・「
狂
言
袴
茶
碗
」
等
で
す
。

「
仙
叟
宗
室
と
加
賀
―
大
樋
焼
と
寒
雉
の
釜
」
の
大
樋

焼
は
、
前
田
家
の
茶
堂
・
仙
叟
宗
室
が
寛
文
六
年
（
一
六

六
六
）
に
加
賀
に
下
る
際
に
、
楽
家
四
代
一
入
の
弟
子
・

土
師
長
左
衛
門
（
初
代
大
樋
長
左
衛
門
）
を
同
道
し
た
事

に
始
ま
り
ま
す
。
県
文
「
飴
釉
烏
香
炉
」
を
は
じ
め
、

「
飴
釉
蟹
五
角
香
合
」・「
飴
釉
寿
亀
香
合
」・「
飴
釉
獅
子

香
炉
」・「
飴
釉
赤
茶
碗
」（
以
上
初
代
作
）
や
、「
飴
釉
梅

形
香
合
」・「
黒
釉
富
士
絵
茶
碗
」（
以
上
五
代
作
）
を
展

示
し
ま
す
。
一
方
初
代
宮
崎
寒
雉
は
加
賀
に
住
し
た
鋳
物

師
で
、
そ
の
侘
び
た
趣
は
仙
叟
に
好
ま
れ
ま
し
た
。

「
段
々
釜
」・
県
文
「
葫
蘆
様
釜
」・「
福
寿
海
尾
垂
釜
」
を

展
示
し
ま
す
。

「
初
春
を
寿
ぐ
」
で
は
、
初
春
を
寿
ぐ
「
消
息
」（
小
堀

遠
州
筆
）
を
は
じ
め
、「
歳
旦
和
歌
」（
近
衛
龍
山
筆
）・

「
七
人
猩
々
図
」（
狩
野
常
信
筆
）・「
色
絵
花
笠
香
合
」

（
野
々
村
仁
清
作
）・「
瀬
戸
茶
入

銘
老
松
」・「
蒔
絵
松

竹
梅
図
錫
縁
香
合
」・「
青
貝
福
禄
寿
図
香
合
」・
重
文

「
色
絵
梅
花
図
平
水
指
」（
野
々
村
仁
清
作
）・「
祥
瑞
瓢
形

徳
利
」
等
で
す
。

千利休書状重文 色絵梅花図平水指 野々村仁清作
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第4展示室コレクション展示室

モデリングと
素材との対話

主な展示作品
1月4日（月）～2月7日（日）会期中無休1月4日（月）～2月7日（日）会期中無休

ご
存
知
の
よ
う
に
彫
刻
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
用
い
る
素
材

や
技
法
な
ど
に
よ
っ
て
、
モ
デ
リ
ン
グ
（
彫
塑
）
と
カ
ー

ビ
ン
グ
（
彫
刻
）
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
モ
デ
リ
ン
グ
に
よ

る
制
作
で
は
一
般
的
に
、
心
棒
を
作
り
そ
れ
を
中
心
に
可

塑
性
の
高
い
粘
土
や
石
膏
な
ど
の
材
料
を
盛
り
上
げ
て
肉

付
け
を
行
い
原
型
を
完
成
さ
せ
、
ブ
ロ
ン
ズ
を
代
表
と
す

る
別
の
素
材
に
置
換
し
て
作
品
化
す
る
の
が
大
方
の
制
作

の
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
カ
ー
ビ
ン
グ
は
、

石
や
木
な
ど
既
に
存
在
す
る
実
在
の
塊
を
彫
り
進
め
て
作

品
を
形
作
っ
て
行
く
も
の
で
す
。

今
回
の
特
集
展
示
で
は
、
こ
の
モ
デ
リ
ン
グ
に
お
い
て

原
型
制
作
か
ら
作
品
化
の
過
程
に
お
い
て
通
常
、
関
係
が

薄
い
と
感
じ
ら
れ
が
ち
な
素
材
と
材
質
へ
の
こ
だ
わ
り
に

注
目
し
た
少
し
オ
タ
ク
な
展
示
で
す
。

展
示
構
成
は
、
蝋
型
鋳
造
・
石
膏
像
・
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
繊
維

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
ブ
ロ
ン
ズ
・
セ
メ
ン
ト
・
乾
漆
・

ク
レ
イ
ワ
ー
ク
・
テ
ラ
コ
ッ
タ
の
各
小
テ
ー
マ
を
設
け
制

作
技
法
と
用
い
る
素
材
に
も
注
目
す
る
多
角
的
な
観
点
か

ら
モ
デ
リ
ン
グ
の
仕
事
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
く
も
の
で
、
館

蔵
の
モ
デ
リ
ン
グ
制
作
に
よ
る
彫
刻
作
品
の
な
か
か
ら
特

に
、
素
材
性
の
特
徴
を
発
揮
し
て
い
る

作
品
を
中
心
と
し
て
展
示
す
る
も
の
で

す
。ま

た
「
遠
き
道
展
」
に
併
せ
て
「
触

れ
て
み
る
小
彫
刻
展
」
も
開
催
い
た
し

ま
す
。

寺井直次 蒔絵箱「鳴き渡る」

二代浅蔵五十吉「構成の美花器」
西出大三「截金彩色鶏の合子」

特集展示
「モデリングと素材との対話」

上條陽子「女神」
山田勝明「大地の塔」

脇田 和「連理」

百々俊雅 「夢想」

仁志出龍司「生々」
戸田博子「窓辺の静物」

国宝 色絵雉香炉
重文 色絵雌雉香炉

ともに野々村仁清

「大名の嗜み
－茶の湯と文房具－」

特集展示「茶道美術名品選」 山瀬晋吾 波乗り

油彩画

彫刻

古美術

日本画

近現代工芸
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講演会報告

「夕顔棚納涼図－描かれた追憶の家族」
松嶋 雅人 氏（東京国立博物館特別展室長）

《
夕
顔
棚
納
涼
図
》
は
、
久
隅
守
景
の
代
表
作
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
吉

沢
忠
氏
が
�
夕
顔
の
咲
け
る
軒
端
の
下
涼
み

男
は
て
て

れ
女
は
ふ
た
の
物
�
と
い
う
木
下
長
嘯
子
が
詠
ん
だ
和
歌

の
情
景
を
描
い
た
も
の
だ
と
す
る
解
釈
を
発
表
さ
れ
、

「
て
て
れ
」
を
褌
で
は
な
く
襦
袢
を
ま
と
っ
た
姿
で
描
い

て
い
る
こ
と
は
、
北
陸
地
方
の
方
言
の
影
響
で
あ
る
と
し

て
、
守
景
の
金
沢
滞
在
中
に
制
作
さ
れ
た
作
品
と
位
置
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
作
品
を
詳
し
く
見
る
と
、
た
と
え
ば
夕
顔
は
花

で
は
な
く
実
で
す
し
、
子
供
も
描
か
れ
て
い
る
な
ど
、
長

嘯
子
の
歌
の
内
容
と
は
完
全
に
一
致
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て

私
に
は
、「
天
下
至
楽
」
と
評
さ
れ
た
長
嘯
子
の
歌
の
情

景
を
描
い
た
に
し
て
は
人
物
の
表
情
が
ど
こ
と
な
く
淋
し

げ
に
も
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
か
ら
、

こ
の
作
品
が
ど
の
季
節
の
い
つ
の
時
点
を
描
い
た
の
か
、

そ
し
て
守
景
は
何
を
描
い
た
の
か
を
確
認
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
初
に
、
家
族
の
納
涼
を
描
い
て
い
ま
す
が
、
男
が
襦

袢
を
ま
と
っ
て
い
る
よ
う
に
画
面
か
ら
は
盛
夏
の
暑
気
は

伝
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
夕
顔
は
花
で
は
な
く
実
で

す
か
ら
季
節
は
晩
夏
か
ら
初
秋
で
す
。
さ
ら
に
、
画
面
の

人
物
が
揃
っ
て
見
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
月
は
、
上
部
を

明
る
く
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
昇
っ
て
き
た
月
で
、
時
刻

は
夕
方
か
ら
夜
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
江
戸
時
代
は
夕
顔
の
実
と
し
て
瓢
箪
が
描
か

れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
山
中
に
棲
む
仙
人
の
持
ち
物
か
ら

の
連
想
で
、
瓢
箪
は
世
俗
を
離
れ
る
憧
れ
や
隠
逸
を
あ
ら

わ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ほ
お
づ
え
を
つ
く
男
は
、《
弥
勒

半
跏
思
惟
像
》
や
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
画
家
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
《
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
Ⅰ
》
と
同
じ
く
、
何
か
を
考
え

る
ポ
ー
ズ
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
描
か
れ
た

三
人
で
す
が
、
農
夫
の
一
家
団
欒
の
情
景
と
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
気
骨
あ
る
男
の
表
情
か
ら
す
る
と
、
女
を

そ
の
妻
と
考
え
る
と
若
す
ぎ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
女
は
守
景
の
娘
雪
（
一
六
四
二
〜
八
二
頃
）、
子
供

は
同
じ
く
守
景
の
息
子
彦
十
郎
（
一
六
五
〇
〜
一
七
三

〇
）
を
象
徴
し
て
い
る
と
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

守
景
の
妻
は
狩
野
探
幽
の
姪
で
、
娘
も
息
子
も
狩
野
派

の
門
人
で
し
た
、
し
か
し
娘
は
同
じ
狩
野
派
の
門
人
と
出

奔
し
、
息
子
も
他
の
門
人
に
殺
意
を
ほ
の
め
か
す
な
ど
の

不
行
跡
で
佐
渡
に
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
守
景
が
狩
野
派
を

破
門
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
の
は
、
幕
府
の
御
用
絵
師
と

し
て
官
僚
機
構
的
な
立
場
に
あ
っ
た
狩
野
派
の
門
人
と
し

て
、
子
供
た
ち
の
一
連
の
不
行
跡
に
対
し
親
と
し
て
け
じ

め
を
つ
け
た
こ
と
に
よ
る
と
す
る
見
方
が
今
日
有
力
で
す
。

そ
し
て
守
景
は
そ
の
後
子
供
た
ち
に
会
っ
た
形
跡
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
、
脱
俗
や
隠
逸
を
あ
ら
わ
す
モ
チ
ー

フ
か
ら
《
夕
顔
棚
納
涼
図
》
は
あ
る
種
理
想
の
世
界
を
描

い
て
い
ま
す
が
、
人
物
の
淋
し
げ
な
表
情
か
ら
、
そ
こ
に

描
か
れ
て
い
る
の
は
守
景
の
離
散
し
て
し
ま
っ
た
家
族
へ

の
追
憶
で
は
な
い
か
と
私
は
想
像
し
た
い
の
で
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
七
日
に
、「
久
隅
守
景
展
」

の
関
連
企
画
と
し
て
当
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会

の
内
容
を
、
当
館
の
責
任
に
お
い
て
要
約
し
た
も
の
で
す
。
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展覧会回顧

久隅守景展1月の行事案内

地
道
に
地
域
の
文
化
に
新
た
な
価
値
を
見
い
だ
し
て
ゆ

く
こ
と
は
、
公
立
美
術
館
の
重
要
な
使
命
で
す
。
当
館
の

開
設
五
十
周
年
を
記
念
し
て
「
久
隅
守
景
展－

加
賀
で
開

花
し
た
江
戸
の
画
家－

」
を
開
催
し
た
の
も
、
久
隅
守
景

の
画
業
を
当
地
加
賀
の
文
化
風
土
を
江
戸
と
の
緊
張
関
係

か
ら
捉
え
直
し
、
謎
の
画
家
守
景
の
代
表
作
が
な
ぜ
加
賀

の
地
に
多
く
遺
さ
れ
た
の
か
を
展
望
す
る
こ
と
で
、
守
景

の
精
神
的
背
景
に
僅
か
で
も
光
を
当
て
、
さ
ら
に
広
く
理

解
さ
れ
る
一
助
と
な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
で
し
た
。

今
回
の
展
覧
会
の
一
つ
の
成
果
と
し
て
、
守
景
生
涯
の

テ
ー
マ
は
人
間
の
理
想
的
な
状
態
を
描
く
こ
と
だ
っ
た
こ

と
。
そ
し
て
こ
う
し
た
深
遠
な
思
想
を
、
親
し
み
や
す
い

表
現
で
具
現
し
て
い
る
こ
と
が
守
景
の
独
創
性
で
あ
り
、

魅
力
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
守

景
に
関
す
る
初
の
本
格
的
な
回
顧
展
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
本
展
に
は
全
国
か
ら
愛
好
者
が
訪
れ
、
鑑
賞
者
の
図

録
購
買
率
も
通
常
の
五
％
を
大
き
く
上
回
る
十
五
％
に
達

す
る
な
ど
、
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
ひ
と
え
に
国
宝
《
納
涼
図
》
を
全
会
期
展
示
す
る
こ
と

を
許
可
い
た
だ
い
た
東
京
国
立
博
物
館
を
は
じ
め
、
所
蔵

者
各
位
の
ご
高
配
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
こ
に
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
本
展
を
紹
介
い
た
だ

い
た
メ
デ
ィ
ア
各
社
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
遠
き
道
展
関
連
行
事
と
し
て

出
品
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、

視
覚
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
人

向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
情
報
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

■
土
曜
講
座

十
三
時
三
〇
分
〜

当
館
ホ
ー
ル
に
て

聴
講
無
料

１６
日
（
土
）
「
茶
の
湯
の
美
（
２
）」

講
師

高
嶋

清
栄

学
芸
第
二
課
担
当
課
長

２３
日
（
土
）
「
現
代
の
絵
画
Ⅰ
」

講
師

二
木
伸
一
郎

学
芸
第
一
課
担
当
課
長

３０
日
（
土
）
「
現
代
の
彫
刻
」

講
師

宮

衛

学
芸
第
二
課
長

■
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム

十
三
時
三
〇
分
〜

広
坂
別
館
和
室

要
参
加
費

２４
日
（
日
）

「
き
じ
っ
こ
茶
会
」

※
小
学
生
親
子
対
象

要
申
し
込
み
（
締
め
切
り
一
月
十
二
日
）

申
し
込
み
方
法
等
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話

〇
七
六－
二
三
一－

七
五
八
〇

石
川
県
立
美
術
館

普
及
課
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（
釈
文
）

一
両
日
不
懸
御
目

御
床
布
候

仍
先
日
之

鶴
之
羽
は
う
き
御
ゆ

い
候
は
ゝ

少
見
申
度
候

ゆ
わ
せ
候
者
今
晩
参
候
間

ほ
ん
に
見
せ
申
度
候

此
ふ
み
箱
に
待
申
候

か
し
く

十
一
月
廿
六
日

等
伯
（
花
押
）

（
封
紙
ウ
ワ
書
）

休
庵
公
御
床
下

南
坊

高
山
右
近
が
金
沢
の
家
柄
町
人
で
あ
る
片
岡
休
庵
に

宛
て
た
茶
事
に
係
わ
る
書
状
で
す
。
キ
リ
シ
タ
ン
大
名

高
山
右
近
は
、
利
休
七
哲
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
南

坊
・
等
伯
な
ど
と
号
し
た
茶
人
で
す
が
、
天
正
十
五

（
一
五
八
七
）
年
、
豊
臣
秀
吉
の
バ
テ
レ
ン
追
放
令
に

よ
り
領
地
を
失
い
、
同
十
六
年
秋
頃
よ
り
前
田
利
家
に

身
柄
を
預
け
ら
れ
金
沢
に
下
っ
た
と
い
わ
れ
、
利
家
没

後
は
利
長
に
仕
え
、
金
沢
城
や
高
岡
城
の
修
築
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
に
は
徳

川
家
康
の
キ
リ
シ
タ
ン
国
外
追
放
令
に
よ
り
正
月
十
七

日
に
金
沢
を
去
る
ま
で
、
右
近
は
信
仰
と
茶
の
湯
三
昧

の
生
活
を
送
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
片
岡
家
は
越
前
府

中
よ
り
利
家
に
従
っ
て
金
沢
に
移
り
住
ん
だ
家
柄
町
人

で
、
茶
道
の
嗜
み
が
深
く
、
前
田
家
の
御
茶
堂
を
務
め

て
い
ま
す
。
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
、
越
中
の

佐
々
成
政
討
伐
の
後
、
豊
臣
秀
吉
は
金
沢
城
で
利
家
に

饗
応
を
受
け
ま
す
が
、
そ
の
茶
会
に
御
茶
堂
を
務
め
た

の
が
片
岡
孫
兵
衛
休
庵
で
す
。
休
庵
は
右
近
の
姪
を
妻

に
迎
え
て
い
ま
す
。
後
に
は
、
こ
の
片
岡
家
に
江
戸
の

画
人
で
狩
野
探
幽
門
下
の
久
隅
守
景
が
、
前
田
家
に
招

か
れ
た
際
に
滞
在
し
て
い
ま
す
。

書
状
の
内
容
は
、
茶
の
湯
に
用
い
る
鶴
の
羽
箒
が
出

来
上
が
っ
た
の
で
見
せ
た
い
。
ゆ
わ
せ
た
者
が
、
今
晩

来
る
か
ら
あ
な
た
に
も
来
て
ほ
し
い
の
で
、
返
事
を
待

つ
と
い
う
も
の
で
す
。
右
近
の
金
沢
滞
在
中
の
足
跡
を

示
す
貴
重
な
書
状
で
す
。

（
第
２
展
示
室
「
茶
道
美
術
名
品
選
」
に
展
示
中
で
す
）

高山右近自筆書状 休庵宛 天正16（1588）年～慶長18（1613）年 27.9cm×47.0cm 所蔵品紹介203

高山右近 たかやまうこん 天文22（1553）年～元和元（1615）年

ご利用案内

コレクション展観覧料
一 般 350円（280円）

大学生 280円（220円）

高校生以下 無料
※（ ）内は団体料金

今月の開館時間
午前9:30～午後6:00

カフェ営業時間
午前10:00～午後7:00

第6展示室

書家 青山 杉雨

第5展示室（近現代工芸）

石川県の工芸

前田育徳会尊經閣文庫分館
第2展示室（古美術）

能面と能装束
－武家の式楽－

〒920-0963 金沢市出羽町2番1号
Tel:076（231）7580 Fax:076（224）9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

石川県立美術館だより 第315号
2010年1月1日発行〈毎月発行〉

1月の休館日は1日（金・祝）～3日（日）です

金沢市指定文化財

次回の展覧会
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